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〔 目 的 〕　 朝。 出 か け る 前 に 髪 を 洗 う(    シ ャ ン プ ー す る). い わ ゆ る「 朝 シ ャ ン 」 が、 若

い 人 を 中 心 に 広 が っ て い る。 そ れ に と も な い、 す ば や い 吸 収 を 売 り も の に し て い る 超 吸 水

性 タ オ ル が 各 社 か ら 売 り 出 さ れ て い る。 こ の タ オ ル は、 吸 水 の 速 さ、 包 水 性 の 高 さ、 乾 燥

の 速 さ な ど、 メ ー カ ー に よ っ て そ の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ と し て い る 特 性 は 異 な っ て お り、 素

材、 価 格、 表 示 な ど に 大 き な 差 が み ら れ る。 超 吸 水 性 タ オ ル の 消 費 性 能 に つ い て 調 べ、 特

に 水 分 伝 達 性 能 と 実 際 の 使 い 心 地 と の 関 係 に つ い て 検 討 す る。

【 方 法]　　 市 場 の 現 状 を 把 握 す る た めiz 行 っ た 市 場 調 査 の 結 果 を 基 に、 特 殊 繊 維 の 使 用、

混 紡 方 法 の 工 夫、 布 の 構 造 の 工 夫 を し て い る タ オ ル を 選 定 し た。 そ れ ら に つ い て、 吸 水 性、

吸 湿 性、 透 湿 性、 包 水 性、 乾 燥 性 等 の 水 分 伝 達 性 能 や、 引 っ 張 り 強 伸 度、 伸 長 弾 性 度 な ど、

耐 久 性 能 試 験 をJ  I  s  tc 準 拠 し て 行 う。 肌 ざ わ り や ぬ れ 感 な ど の 使 用 感 に つ い て 官 能 検 査

を 行 う。

［ 桔 果 ］　 タ オ ル の 厚 さ、 重 さ、 大 き さ な ど 静 的 性 能 に は 大 き な 差 が み ら れ た。 ま た、 吸

水 性 も バ イ レ ッ ク 法 に よ る と、 普 通 タ オ ル よ り も 非 常 に 高 い も の も あ っ た が、 低 い も の も

み ら れ た。 吸 水 性 能 に つ い て は、 吸 水 速 度 だ け で な く、 吸 水 量、 包 水 量 及 び 透 湿 性、 乾 燥

性 な ど 他 の 水 分 伝 達 性 能 も 互 い に 影 響 し 合 う た め。 そ れ ら の 相 互 関 係 に つ い て 検 討 しtz.

ま た　 乾 燥 時 及 び 湿 潤 時 の 触 感 な ど、 実 際 の 使 い 心 地 に つ い て、 水 分 伝 達 性 能 が ど う 関 係

し て い る の か を 検 討 し た。

D 58 運動 発汗時の肌着 の素材 に関 する被服衛生学的 研究（ 第２報 ）

共立女短大　 ○　 渡遷　 千種　　 長 田　 泰 公

昭和学院短大　　 高 野倉睦子

'＜目的＞前報で は運動時 など，特に 発汗を 伴う場合 の肌着の役割に着目し，素 材の特性 と

皮膚温, 衣服気 候などの関 係について検討 するため に着用実験を行 なっ た。　その結果， 運

動 後に肌着 の素 材によ る差 が認めら れた。　本報では寒 冷な環境で の運動 や労働 にて きし た

肌着について検討 するため， 前報同 様に着用 実験を 行なうとと もに，試 料の吸 水性 や乾 燥

特性の実験を 行い，あ わせて検討 に加え た。

＜方法＞環境条 件； 人工気候室に おいて， 環境温度 は10 °Cと20 °Cの２条 件，相対湿 度は60

％，気流 は0. lffl/sec以 下とした。　実 験被服： コット ン， ウー ル， キャメルの織物と寒冷 時

の スポー ツ用肌 着の素材として使用 されている コット ン／ ポリエステルの混紡 で２層 構造

の編物 の４種類 を素材として選 び，同一形 態 の肌着 を作成し， その上 に各環境条 件，運動

強度に適し たスポーツウェアーを 着衣し た。 被験者： 体格 の近似した健 康な女 子 ４名。　負

荷運動：自 転車 型エルゴメータ ーにより約 ２ met の運動を負荷し た。　測定： 被験者 に一定

のc  lo値（lo °c :1. 5c lo,    2 0°C:0. 5clo   ）の スポーツウェ アーを着 衣させ，各環境 および運

動の前，中，後 ，の間で３分毎 に舌 下温， 全身６ ヶ所 の皮膚温， 衣服気 候，体重 の変化等

の測定を 行なうとともに快適感を ４段階， 温冷感， 湿潤感を７段 階評 価法で申告 させた。

＜結果＞寒 冷な環境での運動発汗時 の肌着として は,   キ+ メルが最も優れ,   次い でウー ル

であった。　コットンと コット ン／ ポリ ステル混紡 では 湿り感 の回 復が遅 く.   防寒 性が低 か

った。 特 に。 コットン／ ポ<) エ ステルは寒 冷な気候 で の スポーツ用の肌着であ ったが，今

回使用し た試料の中 では最 も防寒 性に乏し い結果 となった。


